
高等 学校等就 学 支援金
平成22年４月よりはじまりました高等学校等就学支援金

は、家庭の状況にかかわらず、全ての意志ある高校生等が

安心して勉学に打ち込める社会をつくるため、公立高等学

校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支援金の支給

に関する制度です。

国立高等専門学校（第１学年～第３学年）も就学支援金

制度の対象となっており、月額9,900円（年額118,800円）

の就学支援金が支給されます。支給期間は、原則として通

算36月です。また、保護者の所得に応じて一定額が加算さ

れる加算支給制度があります。

授業 料 免除制 度
授業料の免除は、経済的理由による納付か困難であり、

かつ学業優秀と認められる場合に、前期・後期ごとに本人

の申請（今年度からは前期の授業料の免除申請の際に併せ

て、後期の申請も出来ることとなりました｡）に基づき選

考のうえ、授業料の全額又は半額を免除する制度です。選

考は家計・学力・人物について免除選考基準により、学生

委員会で審議しますが、自宅謹慎処分を申請前の６月以内

に受けた者、原級留置の者､ 修業年限を越えた者は、病気･

留学など特別な事由があると認められた場合を除き免除の

対象にはなりません。

授業料免除の申請時期は、前期分は４月上旬、後期分は

９月中旬になっておりますが、事前の説明会で免除申請用

紙を配布し、あわせて申込み締切り日についてお知らせし

ます。なお、説明会の日程については掲示・放送および学

級担任・専攻長からお知らせします。

奨学制度・授業料免除制度・高等学校等就学支援金についてのお問い合わせは 学生課学生支援係まで ＴＥＬ ０ ２ ４ ６－４６ －0 ７3 ４
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行 事 予 定（４月から８月）

３日（火） 開寮13:00

4 日（水） 入学式

新入寮生歓迎夕食会

５日（木） 始業式

新入生オリエンテーション

専攻科ガイダンス

６日（金） 前期授業開始

グラフ紹介 （現在調整中）

11日（水） 第１回ＴＯＥＩＣり ｐ試験

（５年・専２年）

新入生学力診断テスト

18日（水） 寮防災訓練（１年）

19日（木） 定期健康診断（臨時休講）

25日（水） 学生総会

27日（金） 開校記念日

30日（月） 公開授業

振替休日

１日

７日

９日

16日

19日

21日

21日

(火)

(月)

(水)

(水)

(土)

(月)

(月)

木曜振替授業

～11 日（金）

専攻科推薦入試・社会人入試願書受付

全校・校外清掃日

後援会総会

学級懇談会

寮保護者会

専攻科推薦入試・社会人入試

共通科目試験日

～６月１日（金）

前期中間試験期間

30日（水） 共通科目試験日

図
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鯨

６日（水） 第２回ＴＯＥＩＣ丿 Ｐ試験

（４年・専１年）

11日（月）～15日（金）
専攻科学力入試願書受付

23日

27日

(土)

(水)

専攻科学力入試

ＴＯＥＩＣ- ＩＰ試験説明会（３年）

６日 （金） 学生臨時休業（開校記念日振替）

６日 （金）～８日 （日）

東北地区高専体育大会（福島・秋田）

16日 （月） 化学グランプリ１次選考

18日 （水）～20 日 （金）

編入学（推薦）願書受付

24日 （火）～30 日 （月）

前期期末試験

28日 （土） 編入学試験（推薦）

30日 （月） インターンシップ事前指導会 （４年）

日

日

日

１

３

４

７日

８日

９日

11日

(水)

(金)

(土)

(火)

(水)

(木)

(土)

夏季休業前集会

補講日

～５日（日）

一日体験入学

金曜振替授業

寮大掃除

夏季休業開始（９月24 日 まで）

閉寮10:00

～17 日 （金）

学校閉鎖期間

29日（水）～31 日（金）

編入学（学力）願書受付

編　集　 後　 記

震災から１年が過ぎたと振り返ることができていることに感謝しなければなり

ません。ご支援頂いた多くの皆様に御礼申し上げます。本校の教育、研究の正常

化に取り組み卒業生、修了生を送り出せたこと、地域の復興に貢献する体制づく

りを進めている姿をお伝えできていれば幸いです。　　広報委員長 内田 修司
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卒業式・専攻科修了式告辞

祝　卒業・修了

学生会

卒業生・修了生の進路

オープンキャンパス・

ミニ研究発表会

21　 全国高専ロボコン
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22　ロボコン・プロコン

デザコン・フレコン

24　 文化発表会

25　 学生の活躍・

クラブ活動等の結果

29　 震災復興関連

31　50周年記念進捗状況

退職者紹介
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福島工業高等専門学咬



第 ７ 回 専 攻 科 修 了 証 書 授 与 式 ・

第46 回 卒 業 証 書 授 与 式　 告 辞

福島工業高等専門学校校長 奈　良　宏　－

修了生、卒業生諸君、修了・卒業おめでとうございます。

また、保護者・ご家族の皆様、大変おめでとうございます。

本日、ここに、多数のご来賓と、卒業生・修了生の保護者

の皆様のご出席をいただき、第７回専攻科修了証書授与式並

びに第46回卒業証書授与式を実施できますことは、教職員一

同、誠に慶びとするところです。ご多用中にもかかわりませ

ずご出席いただきましたご来賓の皆様ならびに保護者の皆様

に厚く御礼申し上げます。

本日、本校を巣立つのは、専攻科の、機械・電気システムエ学専攻12名、物質・環境システ

ムエ学専攻11名、ビジネスコミュニケーション学専攻９名の専攻科修了生計32名、並びに、本

科生として、機械工学科37名、電気工学科37名、物質工学科43名、建設環境工学科40名、コミュ

ニケーション情報学科40名の計197名です。本科卒業生の中には１名の留学生か含まれていま

す。本年度も、専攻科修了生は、全員、学士の学位を授与されています。

卒業生・修了生の諸君、諸君が本日の卒業式を迎えることができたのは、諸君が日々精進を

重ねた結果であり、諸君の努力に敬意とお祝いの気持ちを表したく思います。また、本日の諸

君があるのは、ご家庭の皆様の愛情や教職員の熱意と指導があったからでもあります。本日、

改めて、諸君を育んでくれたまわりの皆様すべてに、感謝の気持ちを持っていただければと思

います。

卒業生・修了生の保護者・ご家族の皆様には、本日ご卒業のお子様をこのように立派に育て

上げられましたことに敬意を表し､心からお祝いを申し上げます。誠におめでとうございます。

さて、昨年３月11日の東日本大震災で、福島県を含む東日本の太平洋岸地域は甚大な被害を

受けました。特に、福島県では、福島第一原子力発電所の事故により、地震と津波の被害に放

射線の被害が加わっています。このような異常な状況から、我々は知恵と努力で故郷の復旧・

復興に立ち向かわねばなりませんO すなわち、被災地域を災害に強い街や安心・安全な社会に

作り替えることが必要です。本日この被災地から巣立つ修了生・卒業生へは、地域、日本、そ

して世界から、地域の復興、日本の復興の力として大きな期待を寄せられています。諸君が卒

業後、どのような職場でどのような仕事をしようが、その仕事が必ず日本の復興に結びつきま

す。自らの専門分野、または、自らの立場で、地域の復興、日本の復興に向けて活躍してくれ

ることを期待していますO

今、地域のニーズや技術者へのニーズは震災を機に大きく変わりました。福島県は原子力発

電所立地県から再生可能エネルギー技術の日本の拠点へと変貌すぺく動き出しています｡また、

原子炉の廃炉に関する技術開発も大きな課題です。さらに、うず高く積まれた瓦仰の山の安全

な処分方法と、放射性物質の除染方法、住民の意見を入れながらの安心な街づくり計画などは

復興を進める上での喫緊の問題です。

若い諸君の柔軟な発想力と実践力がこれらの課題を解決する力となるものと信じています。

しかし、諸君を待ち受ける世界は甘いものではありません。いま、技術も経済もグローバル

化しました。加えて、日本経済は大きな財政赤字のまま停滞しています。日本は新鮮な発想力
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でイノベーションを繰り返しつつ、国際競争力をつけねばなりません。そのために諸君が考え

るぺきキーワードは｢ 情報技術(lnformatXon Technology)｣、｢国際(lnternational)｣、｢革新

(lnnoｖation)｣の３つの 』であろうと思います。諸君がこれから向かう社会や日本の復興にあ

たって、この３つの｜が重要なキーワニドであることを少し考えてみたいと思います。

｢ 情報技術(lnformation Technology)｣ はComputer とComunication にその利用方策を

加えた技術と考えられます。｢情報技術(lnforlation TechnoloOy)｣ はさまざまに｢ 革新

(lnnoｖation)｣を引き起こしてきました。大容量の高速パソコン、インターネット、携帯電話

やスマートフォン、ＳＮＳ、ツイッターなど、人類の生活様式そのものを革新的に変えてきま

した。いまや､情報技術を使わないシステムは無いと言えるほど､重要な技術です。情報メディ

アや情報そのものをどのように利用し管理するかも含め、情報技術はこれからの社会を生きる

ためのキーテクノロジーと考えねばなりません。

高速な情報伝達は世界経済をグローバル化しました。それにより、産業分野においても国境

を越えた開発・生産活動が要求されています。世界中の競合他社との価格競争、それを避ける

ための国際分業化などはその典型例で、これからの技術者には世界各国に分散した生産拠点を

管理運営する能力も求められます。｢国際(lntｅrnational)｣というキーワードは皆さんが避け

て通れない社会からの要請であろうと考えますo これからの技術者は、世界の誰とでもコミュ

ニケーションをとるために､世界共通言語ともいうべき英語を使いこなせなくてはなりません。

語学とコミュニケーション能力の重要性を諸君は肝に銘じておかねばなりません。

国際分業化の観点から日本の技術やモノづくりは、｢日本でなければできない｣ ものである

必要があります。そのために、たゆまない柔軟な発想や革新性、すなわち､-lnnovationが日本

の技術者またはビジネスマンに要求されています。諸君は、現代社会からイノベーションを起

こし得る創造性たくましい人間であることを求められています。

地域の復旧・復興に必要な技術に戻ってみましょう。たとえば、再生可能エネルギーの利

用技術であるスマートグリッド、原子炉の廃炉に欠かせないロボット技術、減災社会構成

に必要な地理情報技術のどれをとっても、このlnformation Technologyすなわち情報技術、

lnternationalすなわち国際協力、lnnoｖationすなわち革新的技術開発の３つがこれらの技術

を成功へ導くキーワードであることが容易に想像できます。

福島高専では、｢情報技術(lnformation Technology)｣、｢ 国際(lnternational)｣、｢革新

(lnnovation)または創造性(Creati ｖe)｣という３つのキーワードを学習教育目標に掲げて皆

さんの教育に当たってきました。したがって、卒業生・修了生諸君は、これらの能力を卒業レ

ベルまたは修了レベルで身につけています。あらゆる難問・難題を克服して自らの人生を切り

開くことが出来るだけの実力をこの福島高専で得ています。自信を持っていただきたい。し

かし、実際に社会の先頭に立って役に立つレベルになるまでには、まだまだ、勉強が必要で

す。特に、技術者は、専門分野の勉強を続けなければ、進歩が極めて速くなった技術レベルに

追いついていくことすらできません。本日の卒業式は、諸君が生涯にわたり自ら勉強を続けて

いくための基礎的能力を保証するものでしかありません。卒業生・修了生諸君が、｢情報技術

(lnforlation Technology)｣、｢国際(lnternalional)｣、｢革新(lnnoｖation)｣ の３つの｜を頭

の片隅において、さらに勉学を積み、何にでも挑戦する高専マインドで、地域の復興、日本の

発展に向けて、大いに活躍していただくことを期待します。

自らに自信を持って、健康に留意し、すばらしい明日を築いて行って下さい。

最後に、諸君のこれからの人生が幸多いものであることを祈念して告辞と致します。



機械工学科 ５年担任 平 尾　 篤 利

是非，多くの友人を作ることを進めます。

終業式でも話しましたが,最近心にとめている，

ハーバード大学図書館の言葉を掲げたいと思いま

す。

・今居眠りすれば，あなたは夢をみる。今学習す

れば，あなたは夢がかなう。

・勉強の苦しみは一瞬のものだが，勉強しなかっ

た苦しみは一生続く。

・勉強するのに足りないのは時間ではない，努力

だ。

・学習は人生のすべてではないが，人生の一部と

して続くものである。

ここでいう，勉強とは学校の授業のことだけを

指しているわけではありません。

学校にいるより，社会に出た方がよっぽど勉強

が必要になり，勉強不足は直接，自分自身に返っ

てきます。高専を卒業し たということを誇りに

持って頑張ってください。

そして，皆さんの更なる飛躍を遂げることを期

待しています。
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卒業を前にして

機械工学科5 年 栗林　広延

気がつけば、もうすぐ卒業です。希望を胸

に、入学した日が昨日のことのように思いま

すO 振り返ると、先生方や両親、友達、先輩

方や後輩達など、沢山のひとに助けられ、支

えられながらの５年間でした。

高専の授業は中学校とは違い、専門的な内

容の濃いものでした。それでも授業について

いくことができたのは、先生方のわかりやす

い説明と、勉強を教えてくれた友達のお陰で

すO また、私は１年から５年まで剣道部に所

属していましたO その中で、尊敬する先輩方

や楽しい後輩達と過ごした日々は、私の心に

かけ替えのない思い出として残っています。

親元を離れての寮生活は、初めは戸惑いも

ありました。しかし、楽しい行事も多く、す

ぐに友達をつくることができました。徹夜で

レポートを書いたことや、朝まで談笑したこ

とは良い思い出です。

学校生活や寮生活、部活動を通して得たも

のは多く、私をひと回りもふた回りも成長さ

せてくれた５年間でした。私ひとりの力では

卒業まで漕ぎつけなかったし、楽しい高専生

活も送れなかったと思いますO 来年度からま

た新しい環境で勉強していくことになります

が、人との出会いを大切にしていきたいと思

います。

本科卒業、専攻科修了を迎えて

学 生 生 活 を 振 り 返 っ て

機械工学科5 年 吉田　和樹

私は今年度を持って卒業致しますO 今改め

て振り返りますと、福島高専での学生生活は

数えきれないほど多くの思い出と、貴重な経

験を得ることができたことを改めて実感しま

す。勉学面、特に実習をはじめとした専門科

目では､ 挫折し、悩んだこともありましたが、

専門資格の取得などで自信を得、楽しみなど

やりがいを感じることができました。生活面

では、様々なイベントに参加・実行し、また

個人的には、新しいことにチャレンジする機

会がとても多く、非常に充実したものとなり

ましたO

長いと思っていたはずの５年間も、過ぎて

しまった今では、あっという間であったと感

じています。正直に言いますと、来年から新

たな地で、新たな生活が始まることを上手く

実感することができません｡それほどまでに、

この５年間の学生生活は濃密で、感慨深いも

のであったのであろうと思います。このよう

な学生生活を共に過ごしてくれた同級生、先

輩方､後輩の皆様にはとても感謝しています。

最後になりますが、勉学だけでなく様々な面

で御支援、御教授頂いた先生方と職員の皆様

にこの場をお借りして、心より御礼申し上げ

ますO

福島高専専攻科（３名） 長岡技術科学大学（４名） 豊橋技術科学大学

福島大学　 山梨大学　 金沢大学

㈱ＩＨＩ　　アルパイン技研㈱　 出光興産㈱　 小名浜製錬㈱　 花王㈱　 ギガフォトン㈱

キヤノン㈱　 キヤノンアネルバ㈱　 堺化学工業㈱（２名） 三進金属工業㈱　　ＪＦＥスチール㈱

㈱シンニッタン　 ㈱テクモ　 東海旅客鉄道㈱　 東芝エレベータ㈱　 東北電力㈱

（独）日本原子力研究開発機構　 ㈱日立製作所　 ㈱日の出製作所　 ㈱三越伊勢丹ビルマネジメント

三菱重工業㈱　 村田機械㈱　 山崎製パン㈱　 ㈱ワイ・イー・シー

いわき市消防本部
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祐ロエ七.ｍ ぶ門孚り ５

卒業おめでとう

卒業生の皆さん。卒業おめでとうございます。

これから，新しい進学先・就職先でいろいろな出

会いがあり,たくさんの経験をするかと思います。

私は,どんな出会い･経験も皆さんの将来にきっ

と意味のあるもの，そして役に立つものだと思っ

ています。

小さな出会い・経験を大事にしてください。

これから，広い社会に出るわけですが，世の中

には，びっくりするくらいすごい人がいます。

皆さんの中にもいるかもしれませんが，多くの

人は普通の人かと思います。

そのため，常に向上心をもち，努力を怠らない

ようにしてください。

きっと，将来の糧となるはずですO

また新天地では，新しい大事な友人を作ってく

ださい。

これまで皆さんは,高専が中心の生活でしたが，

世の中には多種多様な人がいます。

これまでと違った経験をしている友人は，皆さん

と違った視点から，人生を豊かにするアドバイスを

くれたり，自分自身を高めたりもしてくれま醜

４ 学じたよりＪ92



翔び立つ君たちへ

電気工学科５年生、卒業おめでとう。毎日の出

会いの中、生き生きとした君たちを見て指数関数

的に成長していることを実感。朝のホームルーム

を通し て基本的な生活習慣もしっかりしていて、

気持ちの良い一日のスタートを迎えることができ

ました。

委員長の矢吹君を中心に全員が一致協力し、自

主的かつ先見的に事にあたった姿は立派でした

し、特に、卒業研究発表会での要旨集作成では、

クラスの協力があってこそ準備ができたと思って

います。レポートや課題などの期限厳守や欠席す

る場合の連絡など『報・連・相』が身に付いてい

たこともうれしい限りでしたO

前任の島袋先生から引き継いだわずか３年間の

短い期間であったが､多くの思い出もできました。

たとえば、４年次の学年行事、横浜中華街でフロ

アーを貸し切っての楽しいひと時、咄の生き生き

６ 卜丿丿 ら0192

電気工学科 ５年担任 春日 健

とした顔は今でも思い出されますO 互いの個性を

尊重しあう、心にゆとりをもったクラスでしたO

作家の中野孝次氏の著書『清貧の思想』から、

心を自由にするには、モノや金に囚われない心を

持つことが重要であると伝わってきます。たとえ

ば､パソコンや携帯電話､スマートフォンなど次々

に新発売されるモノがあります。新しいモノを

買っても、また別のモノが出ればそれが欲しくな

る。そのようなモノに心を捉われている限り、生

きている人間への思いやりに変わることは不可能

だと著述しております。本当に幸せになるには何

よりも心の平安が必要だということを強く感じま

した。

最後に、偉大な先人たちの生き方『古典』を知

ることにより、自らの生き方について考えてみて

はどうでしょうか。真の幸福とは何かを。
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５年 間 を 振 り 返 っ て

電気工学科５年 園部　祐介

高専での５年間を振り返ってみると、内

容の濃い充実した学生生活だったと思いま

す。勉強やレポートに追われ、必死になって

取り組んでいた日々は、今はすごく懐かしく

思えます。そんな風に思えるのも、お世話に

なった先生方や５年間共に過ごしてきたクラ

スメイトの協力があってこそのことです。先

生方には勉強や就職活動のことでたくさん迷

惑をかけました。クラスメイトは５年間同じ

クラスで、一緒に馬鹿なことをしたり勉強や

レポートをしたりと、何をするにも楽しくで

きました。そんなクラスメイトと離れ離れに

なってしまうのは非常に名残惜しく感じま

す。彼らとは、これからも長く付き合ってい

ける気がします｡高専での楽しかった日々は、

かけがえのない一生の宝物となるでしょう。

在校生の皆さんに伝えたいことは、高専で

の５年間を大切に過ごして欲しいということ

です。高専での５年間は、必ず将来の糧にな

る時間だと思います。自分の将来のために、

一日一日を大切に、有意義に過ごして欲しい

と思いますO

最後に､お世話になった先生方､楽しい日々

を共に過ごしてきたクラスメイトには本当に

感謝しています。ありがとうございました。

本科卒業、専攻科修了を迎えて

編入生としての高専生活

電気工学科5 年 古市　朋之

私は編入生として２年前に高専の４年次に

編入しましたO 高専の学生としては短い間で

したが、私にとっては大変充実した２年間と

なりました。

編入当初、私は不安の気持ちでいっぱいで

した。そんなときにクラスのみんなに声をか

けてもらい安心した気持ちになれたこと、学

校生活でわからないことを優しく教えても

らったことを今でもよく覚えています。クラ

スのみんなに支えてもらったこと、本当に感

謝しています。

高専での勉強は編入当初、大変苦労しまし

たO 高専の授業は高校で学んだ内容だけでは

ほとんど理解することができず、悔しい気持

ちでいっぱいでした。その悔しさからなんと

か授業を理解しようと必死になっていたこと

を今でもよく覚えています。

また、吹奏楽部の一員として部活ができた

ことは私の何よりの思い出です。今のメン

バーと吹奏楽コンクールに出場できたこと、

定期演奏会に参加することができたことは自

分にとってかけがえのない思い出ですO

私は２年間という時間のなかで多くの教養

を身につけられただけでなく、人間的にも大

きく成長することができたと思いますO それ

は周りの先生方やクラスのみんなが支えてく

れたおかげです。本当にありがとうございま

した。
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福島高専専攻科（５名） 長岡技術科学大学（２名） 豊橋技術科学大学（６名） 山形大学

茨城大学　 筑波大学　 千葉大学　 声優養成所

アルパイン技研㈱　 イーテクノ㈱　 エステー㈱　　ＮＥＣネッツエスアイ・エンジニアリング㈱

㈱エヌ・ティ・ティ・エムイー　　キヤノン㈱　 ㈱クレハ　　ＪＸ日鉱日石金属㈱

東北電力㈱（２名） ＤＯＷＡホールディングス㈱　　日東電工㈱　　日本たばこ産業㈱

㈱日立エンジニアリング・アンド・サービス　 ㈱日立製作所　 ㈱古河電池

㈱三越伊勢丹ビルマネジメント　　 ㈱Ｙ２Ｓ

いわき市役所

福ｎエ七I諾町門孚校７
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卒業生に贈る言葉

物質工学科第12期生の皆さん、卒業おめでとう

ございます。

卒業ですから、学業を終えるということなので

しょうが、そう はいうものの、卒業式は米語で

comencement （開始）です。つまり学業を終えて、

これからは、修得した知識と技術の実践が始まる

のです。そのためには、これからも常に新しい知

識や技術を身につけていかなければなりませんo

私は、今回が２回目の担任ですが、いずれのク

ラスもいい学生に恵まれ、担任として恥ずかしい

思いをさせられたことは、ほとんどありませんで

した。いい学生というのは、自己中心的な考えで

行動するのではなく、生かされていることに感謝

し、未来を予測して最善の道を常に探りながら、

向上心をもって物事に挑戦していく者であって、

決して試験で高得点を取るだけの人間ではありま

せん。

皆さんは、本校に入学したときからこのような

８ 学りJよし｡192

物質工学科 ５年担任 天野　 仁司

人間だったでしょうか？　思い返してみてくださ

い。高専に入学して、中学校との違いに戸惑った

ことでしょう。それでも多くの人は、勉強でも課

外活動でも、高専では、自ら求めて行動すれば、

楽しい高専生活になるが、そうでなければ辛い５

年間になることに気づいたと思いますO 卒業を迎

えた今この大事な低学年の期間にご指導をいただ

いた石原万里先生には、大きな感謝の気持ちを

持ってほしいと思います。

さて、先ほど「ほとんど」と書いたのが気にな

り ますね。卒業を迎えるこの時期になっても、心

のどこかに「もう、これでいい」や「自分がよけ

ればそれでいい」､あるいは「誰かがやってくれる」

といった消極的で無責任な考えが棲みついていま

せんか。皆さんが進もうとしている理工系の世界

では、１番でなければだめなのです。２位に甘ん

じることなく、思う存分活躍してください。

嘉 専 生 活 を 振 り 返 っ て

物質工学科５年 猪狩　美咲

好きなことがありますか？私は卓球と食べ

ることが好きです。

私は高専での５年間卓球部に所属し、一所

懸命に打ち込んできました。卓球を小学生の

頃から始め、中学時代から卓球は生活の一部

でした。高専に入学後は、一層練習に励みま

した。部活と勉強との両立に悩み、迷った時

期もありましたが、卓球が好きだからこそ両

方をやりきることができました。部活をして

いるから勉強ができないというのは間違って

いますO 私は好きな卓球を続けてきたからこ

そ勉強も諦めずにできました。好きなことを

みつけ、それを継続するということはとても

大切なことです。そして、好きなことを好き

と自信を持って言えることは、必ずや自分に

プラスに働くはずです。私は、食品関係の会

社に就職が決まっています。その会社を選ん

だ理由は、食べることが好きだからです。好

きなことだからこそ、職場でも自分の力を充

分発揮できると考えています。皆さんも、好

きなことを見つけて下さい｡嫌いなことでも、

その中に好きなところを少しでも見つけるこ

とができたなら、諦めたり投げ出したりする

ことはないでしょうO 好きなことを見つけ、

それに一所懸命に取り組み、自分の進む道を

切り開いていきましょうO
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本科卒業、専攻科修了を迎えて

500 文 字に は収 まり 切らな い ５年 間

物質工学科 ５年 大井川　亮

卒業まであとひと月を切り、高専生活も終

わりに近付いているなと感じだした今日この

頃。この５年間を振り返ってみることにしよ

う。

まず１年目。学級副委員長に立候補したに

も拘らず、なんやかんやで委員長に。以後５

年間、正直言って厄介なクラスをまとめるこ

とに。もう誰にも頼らない。そう決心したあ

の日。

次に２年目。 ５年間の中で一番怠けてし

まった１年間O しかし、友達との思い出は格

段に増やすことができた１年間｡後悔なんて、

あるわけない。

３年目。18 歳になってようやく自分が天才

ではないことに気が付く。あたしって、ぽん

とバカ。努力って本当に大切O

4 年目。何を血迷ったか、高専を退学し、

－から大学に入ろうなんて考え付いた私。し

かしながら、夏休みに受けたセンター模試の

結果に絶望O こんなの絶対おかしいよ、と。

とにかく、高専を卒業しようと固く誓った。

そして激動の５年目。５年生の５月という

時期に、あまりに急な進路変更を決行。こう

なったらば短期集中。決心から２週間で就職

活動を終えたO もう何も恐くないO

入学してからの５年間、本当に沢山の苦楽

があった。そんな長い時間を共に過ごしてき

た方々にただただ言いたい言葉はーつ。「あ

りがとう」

福島高専専攻科（５名） 長岡技術科学大学（８名） 宇都宮大学　 新潟大学（２名）

アルパインプレシジョン㈱　 ㈱アルビオン（２名） イクス㈱　 京セラ㈱　 ㈱クレハ

（独）国立印刷局　 サントリープロダクツ㈱　　ＪＸ日鉱日石エネルギー㈱　 資生堂㈱

住友化学㈱　　ソニー白石セミコンダクタ㈱　 大栄ブース㈱　　ＴＡＮＡＫＡホールディングス㈱

㈱ツムラ　　トーアエイヨー㈱　 東新工業㈱　 東レ㈱　　日本原燃㈱　　日本曹達㈱

日本触媒㈱　　日立化成工業㈱　 ㈱三井化学分析センター　 三菱レイヨン㈱

㈱ヤクルト本社（２名） 雪印メグミルク㈱

祐ロエ乱丿 叩吟卜 ９
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建設環境工学科第13回生の皆さん，卒業おめで

とう。研究室対抗ボーリング大会と後期期末試験

が終わった時点でこの原稿を書いています。後は

卒業研究発表会を残すだけとなりました。全員が

無事卒業してくれるのかどうか一抹の不安と君た

ちの旅立ちを待つ喜びと寂しさを噛み締めていま

す。

３年前，前担任の秋山秀博先生から担任を引き

継ぎましたO 予想していなかった担任要請でした

ので戸惑いましたが，幸いにも１年生の創作実習

と２年生の材料学の授業を受け持っていました

し,その時の君たちの印象がとても良かったので，

喜んで引き受けました。そう言えば１年生の創作

実習では,「５年階段」を作った班がありましたねO

ちゃんと５年間で卒業できるようにと願いと恐れ

を込めたのだと思いますが，５年間を振り返って

どうでしたか？

この３年間，私は君たちに「読書」を控えめに

薦めてきました。かく言う私も積極的に読書を始

い| り２

建設環境工学科 ５年担任 緑 川　 猛 彦

めたのは８年前です。図書館で発行しているビブ

リアの貸出し図書集計欄の，年間100 冊以上借り

ている学生の真似をしたのがきっかけですO まず

は年間50冊から始めました。４年後に年間100冊

を目標にしました。そして昨年やっと年間100冊

を達成しました。毎日読書に追われる生活です。

今まで君たちは，難しい数式や難解な記号を駆使

して問題を解くことを訓練してきました。でも私

の経験では，数式や記号で企画書を作成したこと

やそのような書類で発注者を納得させたことより

も，きれいな図と表と分かり易い文章で説得する

方が断然多かったです。君たちも恐らく今後は，

分かり易い文章で長文を書く機会が増えてくるは

ずですO 技術士試験もそうですO その時に読書は

役に立つと思うのです。

ぜひ来年の元旦には，新しい住所と片隅に今年

一番[日象に残った本の題名を記した年賀状を頂き

たいと思っています。
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建設環境工学科 ５年 小野　　 緑

ユーモア溢れる最高のクラスの皆と巡り会

うことができ、私は幸せ者ですO 年を重ねる

ごとに、クラスの仲が深まっていき、一人

ひとりがかけがえのない存在となりました。

「お笑い」をテーマとした４年生の前夜祭で

は、私達のクラスの雰囲気を楽しんで頂けた

でしょうか…大自然の中の３年生の校外合宿

では、破壊価格で破壊的に充実させることが

できました。残骸とまで言われてしまったレ

ポートや、実験、課題、テストに追われた時

期をなんとか乗り越えられたのも、クラスの

皆のお陰です。

卓球部に所属した５年間、泣きたくなるほ

どの壁もありました。しかし、同期、先輩、

後輩、先生、友人による温かい支えがあり、

最後まで部活を続けることができました。努

力し続けることの大切さ、人との繋がりや沢

山の出会い、勝つことの喜びを実体験した部

活動から得られたものは、数えきれません。

15歳から20 歳、仲間と共に泣き、苦しみ、

喜び、笑って過ごしたことが、私の宝物とな

りました。両親、恩師だけでなく、支えてく

ださった皆様に、感謝の気持ち一杯です。在

校生の皆さん、卒業までの貴重な時間、自分

を信じ、仲間を信じ、一歩一歩全力投球して

ください。応援しています。
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本科卒業、専攻科修了を迎えて

高 等 生 活 を 振 じ 亘 っ て

建設環境工学科 ５年 渡逞　　直

編入という制度により入学して早２年が経

ちましたO 密度の濃い２年間で、入学した日

が昨日のように感じられますO

編入した当初は、いままで学んできたこと

と似ているけど全く違う分野を学んでいくこ

とへの不安がありました。同時に、途中から

クラスに入っていく私か、上手くクラスに馴

染めるかという 不安と緊張もありました。

しかし、編入して高専生活を送っていく中

で次第に不安はなくなっていきました。一番

の理由は私か入ることになったクラスのノリ

が良かったからです。真面目な人から個性的

な人、変人までいろんな人がいて、緊張もす

ぐなくなりました。勉強面では、レポートと

テストもなんとかこなすことが出来ました。

怠け癖のある私は、毎度のことのように期限

ギリギリまで腰が上がらないので、特にレ

ポートは大変でした。パソコンを発明した人

に何度も感謝しましたO

大震災などの影響があり、大変な時期もあ

りましたが、無事２年間（皆は５年間）、と

ても充実した高専生活を過ごすことが出来ま

した。今後の人生を歩んでいくためのかけが

えのない経験を得たと思います。ありがとう

ございました。

一 一

一 一一一 一一 一 一 一 一 一

･ パ;･ ” バ ・ｙ … ……

¬ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 ” ｡ I 一 。  ･ ･ コ
ー . y r J . ･ , ;  : ‘ - ･

・ ■ 　 a － 　 ・

－ w - - - - - g 4 － ¶ - - J ・ , ･ = ･ ･ ･ ･ － k = ･ ･ a = a J ･ | ･ . - , 〃 . - - ¶ ﾙ
-......a. ■.,J･=･････a- ¶=I 一･= －.Xa･1..-I-･････-= ＝･-･･･==･=･--J-- ●

一 一

福島高専専攻科（２名） 長岡技術科学大学（６名）

北海道大学　 茨城大学（２名） 宇都宮大学 （２名） 中央工学校

アクアエンジリアリング㈱　 エステック㈱　 ㈱エヌ・ティ・ティ・エムイー

オムロンフィールドエンジニアリング㈱　 ショーボンド建設㈱　 ㈱竹中土木　 東海旅客鉄道㈱

東京水道サービス㈱　 ㈱東北医療機器　 東北電力㈱　　トーヨーアサノ㈱　　日鉄パイプライン㈱

日特建設㈱　　日本貨物鉄道㈱　 ㈱ネクシス　 ㈱ネクスコ・メンテナンス東北　 ㈱ピーエス三菱

東日本旅客鉄道㈱　　フタバコンサルタント㈱　 前田道路㈱

三菱地所コミュニティ㈱　 ライトエ業㈱

福島県庁　 いわき市役所 （２名） いわき市消防本部

lmｴ ｺﾞ:て佩一叫学校11



みなさんありがとうございました
コミュニケーション情報学科 ５年担任 米 本

私がこの学校に着任したのは、今から４年前、

みなさんの大部分が２年生になったときでした。

当時、私は新任教員ということで、みなさんから

面白半分に声をかけられたり、学校内の色々なこ

とを教えてもらったりしました。そんな私が、い

つの間にか野球部の部長やクラス担任として、み

なさんの日常の面倒をみたり、就職や進学のお世

話をする立場になっていました。それぞれの立場

で、とても十分に役目を果たせたとは哺じていま

せんが、他の先り=方、それに学生のみなさん自身

の協力もあって、なんとか卒業のこの日を迎える

ことができました。

みなさんがこれまでの卒業生と違うところは。

数百年に一度という大震災、そして世界を揺るが

す原発事故の影響を直接受けたにも関わらず、こ

の学校における全課程を無事修了し。進路を確定

し、卒業に至ったという点だと思います。今、み

１２　 孚咬たよりVQI.92

清

なさんはそれがどれだけ困難なことであったか実

感していないと思いますが、卒業後日が経つにつ

れ、また、県外や海外の人達などと接するにつれ、

分かってくるはずです。どうか、その特別な経験

を人生の原動力の一つに変え、普通の人達には真

似のできないような、充実した生活を送ってほし

いと願っています。

今回、ある意味で不本意ながら、私もみなさん

と一緒にこの学校を「卒業」してしまうことにな

りました。その点では、みなさんやみなさんの後

輩に不安や不便を与えることとなり、申し訳なく

感じています。私としては、この学校で学んだ多

くのことを生かし､ 新しい職場に行っても､ 世界、

日本、そして福島のために、何らかの貢献ができ

ればと考えています。めいめいの場所で、みんな

がんばりましょう。

５ 年 間 を 振 り 返 っ て

コこユニケーション情報学科 ５年 芳賀　 怜香

私か福島高専に入学してから、早くも５年

が経ちました。この５年間で、たくさんの思

い出ができ、そして友達や先輩、後輩、先生

などたくさんの人との素晴らしい出会いがあ

りました。

高専での５年間はあっという間でした｡今、

これまでの学校生活を思い返してみると、磐

陽祭や体育祭、学年行事、部活の練習など、

たくさんの思い出であふれています。学校生

活での一番の思い出とすれば、やはりクラス

の友達との思い出が印象に残っています。楽

しいことやつらいことも、このクラスのみん

なとだからこそ､共有できたのだと思います。

ほかにも、インターンシップや就職活動、

卒業研究発表などと、乗り越えなければいけ

ない壁が数多くありましたが、それぞれがこ

れらを無事乗り越え、今こうしてみんな一緒

に卒業を迎えることができ、本当に嬉しく思

いますO みんなと一緒に過ごした５年間は、

私を大きく成長させてくれました。感謝の気

持ちでいっぱいですO そして、こんなに恵ま

れた環境で５年間過ごせたことを、私は誇り

に思います。

在校生の皆さんには、周りの人との関わり

を大事にして、後悔しない学生生活を送って

ほしいです。

本科卒業、専攻科修了を迎えて

後 悔 の な い ５ 年 間 を

=]こユニケーション情報学科5 年 茂木佳菜 子

私か福島高専に入学してから、６年の月日

が流れようとし ています。地元会津を離れ、

期待に胸を膨らませながら、高専での生活を

スタートさせた日のことはついこの間のこと

ように思えますO

高専での日々を思い返してみると、『良い

経験をたくさん積んだなあ』とひしひしと感

じますO 夜まで友達と過ごす寮生活、ずっと

夢であった海外留学への挑戦、新しいクラス

での新たな生活、少し年の離れた先輩後輩と

の人間関係。普通高校に進学していたら味わ

えなかったであろう、たくさんのことを高専

で吸収しました。

そして５年間というのは長いようであっと

いう間に過ぎてしまいます。その５年間を充

実させたものにするか、はたまた卒業する時

に『もっとこうすれば良かった』と後悔する

ようになるかはみなさん次第です。在校生の

みなさんへ私からのアドバイスは、やりたい

と思ったことにはどんどん挑戦しようという

ことです。やって失敗したら別なやり方でま

た挑戦すればいい。やらない後悔よりやって

後悔の方が成長できるのです。みなさんの高

専生活が充実したものとなりますように！

､い,
察
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福島高専専攻科（６名） 長岡技術科学大学　 東北大学　 福島大学（２名） 茨城大学

埼玉大学　 神戸大学（２名） 実践女子大学　 多摩美術大学

桑決デザイン専門学校　EF lnternational Language

㈱アズノウアズ　 アライドテレシスホールディングス㈱　 アルパイン㈱（２名）

アルパインプレシジョン㈱　 ㈱科学情報システムズ　 キヤノンマーケティングジャパン㈱

㈱キャンドゥコンセプト　　 ㈱小泉（２名） ㈱ジャパンイマジネーション　 タップシステム㈱

学校法人イーエスピー学園　 ㈱東日本計算センター　 ㈱富士通エフサス

三菱電機システムサービス㈱

国税庁　 茨城県庁　 いわき市役所 （２名） 所沢市役所

廬ｕｌａ溥門学公13



ら 了する諸君へ
機械・電気システムエ学

専攻長 鈴木　 晴彦

,応 ，

機械・電気システムエ学専攻２年生の諸君、専攻科

修了おめでとう。全員が学位を取得でき、そろって専

攻科を修了できたことを大変うれしく思います。

みなさんは東日本大震災の影響をダイレクトに受け

て、この一年をスタートしました。自分の将来を決定

する大切な進路活動の真っただ中でした。そして企業

からの採用見送りや採用数の見直しなどの現実が、更

に突きつけられました。しかしみなさんは、それにめ

げるどころか、むしろいつも以上に活発に就職活動・

進学活動に精進し､その希望をいち早く実現しました。

とても頼もしく感じました。

みなさんの専攻科での活動で一番注目したのは「プ

レゼンテーション能力の高さ」でした。それまでの専

攻科学生とは一段レベルの異なった能力を、全員か身

につけていると感じました。ですから、毎回の特研発

表会はたいへん楽しみでもありました。その素養を

もって多くの学外発表に挑戦し、自身の研究成果と併

せて、福島高専専攻科の研究教育の成東を学外ヘアッ

ピールできたのではないかと思います。

最後に伝えたいことがあります。みなさんは自身の

研讃によって様々な知恵を身につけたのですが、それ

を経験する場は必然に用意されたものです。友人や恩

師が､それを与えてくれたことを覚えていてください。

専攻科修了おめでとう。

九州大学大学院

アルパイン技研㈱　 ㈱Ｎ丁丁ファシリティーズ

シーメンス・ジャパン㈱　 セイコーエプソン㈱

東日本旅客鉄道㈱　 ㈱富士通

14　学卜だよりVO192
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年間の高専生活

機械・電気システムエ学専攻

2年 山逞　 周平

私にとっての高専生活は，７年間とながく，しかし

その中身はとても濃い一つの物語でした。たくさんの

人との出会と別れを通して，私は人間として一回りも

二回りも大きくなれた気がします。レポートや課題，

試験勉強，そして卒業研究・特別研究。多くの友人や

先生方に恵まれたからこそ乗り越えることができたの

だと思います。

高専の就職率は100％。私も無事内定をもらうこと

ができました。しかし，みんながみんな自分のやりた

いことを職業にできるとは限りませんし，やりたいこ

とを見つけられないまま就職してしまう人もいます。

そこで，後輩のみなさんにこの本科５年間，また専攻

科までの７年間で見つけてほしいことは，「自分が将

来何をしたいのか」ということです。就職難である現

在，自分かやりたいことを職業にできるほど幸せなこ

とはありません。ながい高専生活の中で友人や先生

方，または家族と相談し，是非やりたいことを見つけ

ていってください。それが自分の幸せにきっと繋がる

はずです。

最後に，７年間こんな私を支えてくれたみなさま，

そして専攻科に入ってから一番お世話になった平尾先

生にはとても感謝しています。本当にありがとうござ

いました。

キヤノンアネルバ㈱（２名）

東京エレクトロン宮城㈱

㈱資生堂

東北リコー㈱
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攻科生のフロンティア魂をG1 島嘉専からの贈り物

物質・環境システムエ学

専攻長 山 ノ 内 正 司

専攻科修了おめでとうございます。授業に特別研究にそし

て研究発表会に、本当に頑張ったと思います。修了証書、学

位記、ＪＡＢＥＥ修了証を手にする時の姿は、さぞかし達成

感に満ちあふれていることでしょう。修了式が楽しみです。

大震災後の厳しかった就職戦線も就職希望者全員が内定を

いただき、また２名が北海道大学大学院と東北大学大学院へ

進学できました。本当に良く健闘したと思います。

この４年間、専攻長として専攻科の運営に携わってきたこ

ともあり、専攻科生か構内を堂々と閤歩している姿を見て、

とても頼もしく感じておりました。本科生に比べたら数の上

では少数ですが、皆さんは、高専に求められている専門の高

度化を推進する担い手でもあり、卒業研究や４年生の工学セ

ミナーのノウハウの継承者でもあり、その存在と役割は大き

いと思います。

40数年の歴史を刻んだ本科の学生として入学した皆さんで

すが、専攻科生としてはこれからの歴史をつくるフロンティ

アの立場です。皆さんが大学生とは一味違う活躍をしてくれ

ることが、専攻科教育の真価を証明することになると思いま

す。フロンティア魂を胸に、今の自分に満足することなく、

前へ前へと新しいチャレンジをしてください。皆さんの活躍

すべてが、巡り巡って母校専攻科の歴史をつくる血となり肉

となるに違いありません。そしていつの日か、専攻科修了生

の中から母校の教壇に立つ人が現れることを心から願ってや

みません。多くの個性に出会えたことに感謝し、皆さんのご

活躍を祈念いたします。

物質・環境システムエ学専攻

2年 丹野　　 淳

入試説明会において、専攻科へ進学すること

で大学卒業の資格が取得でき、より深い研究を

続けられることに魅力を感じ、グラウンドの綺

麗な桜を７回眺める事になりました。

地域に貢献したいという気持ちで行った企業

との共同研究、社員同様に接して頂いた長期イ

ンターンシップ、焦り、途方に暮れた大学院入

試や学位授与試験などに精一杯取り組み熟すこ

とができたのも、先生方の熱意あるご指導の賜

物です。また、小学校よりも長い学校生活で、

私は、喜びも苦しみも共有し、分かり合える友

人たちと出会いました。この絆は、大切な宝物

になりました。

勉学と共に情熱を注いだ部活動の卓球。福島

高専のゼッケンに憧れての入部以来、先生方の

熟いご指導の御蔭で全国大会出場を果たしまし

たが、優しい先輩方や素直な後輩達との強い繋

がりが何よりも嬉しい宝物です。

昨年、東日本大震災を体験した私は、土木技

術者としての使命を強く感じました。故郷再生

を目指し。今まで学んだ知識を糧として大学院

で更に研釧を積んで参ります。私を支えて下

さった皆様に、心から感謝しております。「福

島高専」…私にとって、大いなる資産です。

北海道大学大学院　 東北大学大学院

コスモ石油㈱　 堺化学工業㈱　 常磐開発㈱　 セメダイン㈱　 東燃ゼネラル石油㈱

日東電工㈱　 三井住友建設㈱　 福島県庁（２名）
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Gi
信を抱いて！

ビジネスコミュニケーション学

専攻長 坪 井　 晋 也

専攻科修了、本当におめでとうございます。

大震災という、厳しい体験をも経験したなかで、専

攻科での２年間、定期的な発表会や報告書類等にくわ

えて、学位取得のための「機構への学位授与申請」、

そのための試験勉強と、とても過密なスケジュールの

なか、よくがんばられたとおもいます。

今後の進路についても、マスコミで大きく取り上げ

られ、社会問題にもなっている 「超就職氷河期」とい

われるなか、３名が公務員に合格、４名が企業に内定、

さらに進学を希望していた残り２名についても、それ

ぞれ、希望していた大学院へと、進むこととなってい

て、この面に関しても、よくがんばって結果を残され

ました。

これから先においても、様々な困難が待ち受けてい

るとおもいますが、この専攻科での２年間のがんばり

を糧に ぜひ、自信を抱いて、立ち向かっていってほ

しいとおもいます。

こ

-

5 了を迎えて

こぶ

二ｊ

ビジネスコミ ュニケーション学専攻

２年 遠 藤　 一 幸

本科の卒業から修了を迎えるまでの２年間は、私か

想像していた以上に僅かな時間でありました。福島高

専での７年間、私は日々の学校生活、課外活動、研究

活動などを通して、たくさんの人に出会い、交流を深

めて参りました。「一期一会」という言葉に相応しい

７年間であり、私か高専生活を非常に充実したもの

だったと思えるのも、こうした方々の存在があったた

めです。また、東日本大震災という未曾有の大災害に

見舞われながらも、今日こうして修了を迎えることが

できたのも、諸先生方、関係者の皆様、そして家族の

お陰だと感じております。本当にありがとうございま

した。

さて、私達は４月から慣れ親しんだ学び舎を離れ、

各々の新天地で新たな生活をスタートさせることにな

ります。７年という年月の中には、数え切れない程の

思い出があり、様々な想いが絢交ぜとなっていて、４

月からの新生活が実感できずにいます。しかし、先輩

方が築いてきた信頼に傷を付けないよう、また、これ

からの後輩の道標となれるよう、「福島工業高等専門

学校」出身者としての自覚と責任を持って、今後の道

へと進んでいきたいと思います。

東北大学大学院　　日本女子大学大学院

コロナ技研工業㈱　 ㈱ジェイアール東日本情報システム

㈱富士通システムソリューションズ　 会津美里町役場

１６ 斗 交たより｡1.92

ゾーハル㈱

古殿町役場　 会津若松地方広域消防本部
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言言朧朧動皆振り羅回で

ご覧の皆様、こんにちは。

今年も、もう卒業の季節がやってまいりまし

た。今、卒業するということに清爽な気持ちで

あり、残り少ない高専生活を有意義に過ごして

います。

今年度の学生会生活を振り返ると、今年度は

学生会が新たに一歩前進することができた年で

あると思います。

今年度から新たな査定基準で部活動予算の修

正を実施し､予算を決定しました｡初の試みだっ

たということもあり、多くの部活動に迷惑をお

かけしてしまいました。さまざま問題点があが

り、来年度の予算決定にあたり改善すべき点が

明確になりました。また来年度からの体育大会

をより楽しいものにするために、今年度は他高

専への体育大会の視察を行いました。その他に

も東北地区文化部発表会への参加の補助や、今

年度磐陽祭にかわる校内での文化部の発表の実

施、など様々なことをすることができました。

り,

学生会ｇ 電気工学科 ５年 水野　 誠也

ぜひ来年度からも継続していき、改善と見直し

をすることで、よりよい福島高専をつくって

いって欲しいと思います。

学生会活動を通して、計画と話し合いでの意

見交換がいかに重要であるかがよくわかり、さ

らには大を動かし、実行することの大変さを学

ぶことができました。これらの経験はこの先、

自分にとって手助けになるものと思っていま

す。

学生会活動に携わった諸先生方、学生課、そ

して全学生の皆様、本当にご協力ありがとうご

ざいました。

最後になりましたが､今年度､大地震が起こっ

たにも関わらず今、こうして卒業または、進級

ができることに感激しています。これも福島高

専の教職員の皆様並びに高専に携わっている全

ての人のおかげてあります。学生一同、心の底

から感謝申し上げますO

福島工獄蒔 田･j羽交 １７

祝 修了
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卒 業 生 の 進 路（平成24年３月卒業）
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0（O ）

専 攻 科 生 の 進 路（平成24年３月修了）
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11（2 ）

2（O ）
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9（3 ）

2（1 ）

7（2 ）

O（O ）

32（6 ）

5（1 ）

27（5 ）

0（O ）

先輩達から後輩の皆さんへ進路についてアドバイスをいただきました。

卜　　　　 ∧　　　 機械工学科 ５年 藤 田　 広 樹

就職活動は４年生から始まると思ったほうが良いです。

インターンシップ先を自分が就職したい会社にしておけ

ば、その後の就職活動にプラスになるからです。実際に会

社に行くことで、ＷＥＢやパンフレットなどにはない情報

を得ることができ、面接時により踏み込んだアピールが出

来るはずです。インターンシップに行った会社だと、面接

も緊張せず、自信を持って臨めるかと思います。

それと、学業の他に何か頑張っていることがあるとア

ピールしやすいです｡自発的に取り相んだ活動なら部活動･

li ア ルバイトなど何でも良いでしょう。「目標を達成するた

ｈ めに何をしたのか、どういう結果を出したのか」を明確に
Ｓ
Ｓ 示せれば、きっと良い評価をしてくれると思います。
y｡｡｡､
＿｡｡。｡｡＿｡－ 。　　 －　　_
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環境か自分の目で判断しましょう。パンフレットは一見に ｓ

しかず! 私も長岡技術科学大学の見学に行きました｡ 平 成　F

1 23 年３月11日に…｡９ れず技大の邨 白施設で一泊しました／1

Ｘ

Ｘ
Ｉ
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見 学 時 間自 体 は短 かっ た の で すが 、 お 世話 し て い た だい たlt

11

学 生 の 方 から 生 活 や 勉強 面 で の様 子 を 詳 し く 知 る こと が でl ｝

き ま し た｡ 家 族 の安 否 も す ぐ に 確 認 でき ま し た｡ 見学 に 行 っ　

｜

てい な け れ ば、 電 舌も つ な が ら ず 、 あ んな に 早 く 確認 は で

｜

き な か っ たで し ょう 。 幸 運 でし た 。 行動 こ そ、 運を 引 き 寄

せ る 重 要 なフ ァ クタ ー だ と 思 い ま す 。 あ と はモ チ ベー シ ョ

ン を も っ て勉 強 す る だ け で す 。 が ん ばっ て く だ さ い 。
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コミュニケーション情報学科 ５年 千島　 早紀

就職活動のポイントは３つあります。まず、合同説明会

に行ってみるべき。個別の会社説明会よりも、様々な企業

の情報が得られ、交通費もお得です。行けない場合は就職

情報サイトや各企業Ｈｐを活用しましょう。次に、就職試

験にはＳｐｌや小論文、面接など様々な試験があります。

企業や業種によっては、専門性の高い試験を行うことも

あります。試験対策としては、本での勉強がありますか、

ちょっと値段が張る ので、図書館で借りたり、みんなで

買って共有するといいでしょう。最後に、就職活動はみん

な初めてで、わからないことだらけだと思います。わから

ないことがあったら、とにかく先生や学生支援室に相談し

ましょう。皆親身になって聞いて下さり、きっといいアド

バイスがもらえます。

皆さんは高専卒業の進路について具体的な考えを持って

いますか？将来への不安から、進路に対する悩みを抱える

こともあると凪います。そんな時は大いに悩んで下さい。

その選択によって将来が左右されるわけですから。

私は高学年に進級した頃から進学を考えていました。そ

の準備として、入学を希望する大学のホームページから情

報を得たり､ パンフレットや過去問を入手しました。また、

各大学によって入試科目が異なるので、事前に把握し、受

験対策をしていました。結果的に推薦で受かりましたが、

学力入試を想定した受験勉強は大切だと思います。咄さん

も出来るだけ早い時期から進路について意識を持ち、直前

に焦ることのないようにして下さい。早め早めに行動を起

こすことが肝心です。

－ Ｊ - － 1 Q M I

建設環境工学科 ５年 高橋　智大

就職を考えている後輩皆さんの中には、就職活動に不安

を抱えている人が多いと思います。私も１年前は不安でし

た。どの企業が自分に合っているのだろう？どのような試

験が待っているのだろう？と疑問だらけでした。この疑問

を解くために私か行なったことは、自分の今までを振り返

り自分自身を理解することです。自分を知ることができれ

ば、やりたいことも見えてきて、行きたい企業を見つける

ことができます。また、面接では自分の考えについて聞か

れる質問が多くありますが、自分を知っていれば、それに

対して素早く自信を持って答えることができます。

就職を考えている後輩の皆さんは、就職活動に始める前

に１度立ち止まり自分を見つめ直してみて下さい。きっと

良い結果に結び付くはずです。

㎜㎜㎜ ㎜｢＝i' ご べ;X

機械・電気システムエ学専攻 日 下　 和 也

大学院への進学を考える場合，配属を希望する研究室を

訪問することが重要です．教授や先輩方から大学や研究室

の様子，受験の情報などを伺うことができ，有意義な時間

を過ごせると思います．（私のように）遠方の大学院への

進学を希望し，研究室へ足を運ぶことが難しい場合は，教

授や先輩方が発表する比較的近くの会場で開催される学会

の大会やシンポジウム，講演会などに参加することも一つ

の選択肢です．事前に話を伺いたい旨を伝えておけば，休

Ｍ 憩時間や発表の後などに時間を作っていただけるかもしれ

lj ません．いずれにしても，自分から積極的に行動すること|

が 大切です．
Ｍ　
就職組の早期内々定にも焦らず，希望する大学院への合|

格を勝ち取ってください.

‰ ”m 〃 二 心四 ㎜。 ｍ〃 ＝ － ～ － ’ ←
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東日本大震災の影響で中止になった本校文化祭（磐陽祭）に代わって、昨年11月３日（木）の文化の日に「オープン

キャンパス」が開催され、学科・専攻科、研究室、各種センターの公開や入試相談等が行われました。学生による模擬

店やイベントはありませんでしたが、本校受験希望の中学生やその保護者を中心に、約400名の方々に校内を自由に見

学していただきました。入試相談の件数は磐陽祭の催しのひとつとして行われた昨年度の13件に対して２倍近い24件と

なり、参加者の真剣な眼差しが［口象的でした。これまで「オープンキャンパス」は磐陽祭に組込まれる形で開催されて

いよしたが、今回図らずもこのような形になり、成果も得られたことから、これまで一部で出ていた磐陽祭との分離開

催の議論にも拍車がかかるかもしれません。

午後からは､毎年恒例の２年生によるミニ研究発表会が第一体育館で行われましたO ミニ研究は､教員の設定したテー

マに基づいて研究し、低学年のうちに「自分で調べる・考える・文章にまとめる・報告する・人前で発表する」という

過程を経験することで、個々の能力を高めることを目的としています。学科や専門の枠を越えた学習活動が展開され、

福島高専の特色ある教育のひとつとなっています。発表はポスターを主として行われましたが、ポスター作製や発表方

法に工夫が見られ、会場は熱気に溢れていましたO お越しいただいた保護者並びに市民の皆様に感謝申し上げますO
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全国高専ロボコン 初の準優勝

高専ロボコン指導教員 機械工学科 鈴 木　 茂 和

初めに，ロボット技術研究会に５年間所属し，部員のロボット製作技術力向上に大きく貢献した機械

工学科５年菅家麻美さんが，12月20日に不慮の事故により 帰らぬ人となりました．高専ロボコン指導教

員一同，心より哀悼の意を表し，ご冥福をお祈りいたします.

11月20日(日)に，高専ロボコンの聖地 東京両国国技館でアイデア対決・全国高等専門学校ロボット

コンテスト2011 全国大会が行われました．本校からは東北地区の代表として，東北地区大会で優勝した

最強砲(サイキョウキャノン，リーダー機械工学科４年高橋大地)が出場しました．

東北地区優勝校のため１回戦はシードとなり２回戦からの出場でした．２回戦，準々決勝共にタッチ

ダウンパスを成功させて準決勝に進出しました．準決勝の対戦相手は長野高専で，どちらも同じ11 秒で

タッヂダウンパスを成功させました．審査員判定の結果 福島高専が決勝進出を決めました．決勝は同

じ東北地区代表の仙台高専名取キャンパスチームで，全国大会初となる東北地区の代表同士の戦いとな

りました.惜しくも負けてしまいましたが,準々決勝前はロボットの暴走,準決勝前は回路のショート等，

関係者以外知らないトラブルが発生したものの，チームワークにより短時間でトラブルを乗り超えるこ

とができました．大会で競技を行ったのは各チーム３人ですが，夏休みや休日返上で製作や整備・調整

にロボット技術研究会の学生が一丸となって取り組んだ成果です．

会場には本校関係者・保護者，０Ｂ，市内の中学生の総勢約100名に応援に来て頂き，重ねて厚く御

礼申し上げます．

来年は，東北地区大会が本校主幹で開催されます．仙台高専名取キャンパスに負けぬよう，学生を指

導していきたいと思います．全国大会で優勝するためには学生・教職員・保護者の皆様方の御協力と御

支援が必要不可欠です．来年度も引き続きご協力の程，宜しくお願い申し上げます．
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全国高等専門学校ロボットコンテスト

結果報告

指導教員 機械工学科 鈴木　茂和

IC月16日（日）に，八戸高専第一体育館（青森県八戸市）で行われたアイデア対決・

全国高等専門学校ロボットコンテスト2011東北地区大会で，本校のＡチーム（ロボッ

ト名：最強砲（サイキョウキャノン））が優勝し，全国大会出場権を獲得しました，ま

た，Ｂチームはデザイン賞を受賞しました。

＜成績＞

Ａチーム（リーダー　４Ｍ高橋大地）優勝（全国大会出場）セーフティーデザイン賞

Ｂチーム（リーダー　５Ｍ菅家麻美）デザイン賞

今年の東北地区大会は本校で開

催の予定でしたが，震災の影響に

より急きょ八戸高専での開催とな

りました．また 当初は震災後の

混乱により１チームのみの出場も

検討しましたが，皆様のご支援に

より２チーム出場することができ

ました．指導教員一同厚く御礼申

し上げます．

全国高等専門学校第22回プログラミング
コンテスト

指導教員 コミュニケーション情報学科 島村
ご生

/口

平成23 年 ３月11 日。 未曽有の大地震、津

波、原発事故、風評被害… 今まで［起き

るはずない､ 大丈夫］と思っていたことが、

そうではないと思い知らされた日…

この影響で、主管校は、当初予定してい

･､よ･W1 〃F~ ← 〃･ 〃9｢･

Ｆ

ｒ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

○

○

た岩手県の一関高専から、急油、京都府の舞鶴高専へと変更になりまし

た。 時期も通常より約２か月遅れの、平成23 年12 月22 ・23日 でした。

今回は、競技部門のみの参戦。５年間頑張ってきた５年生２人と３年

生1 人 のチームです。競技部門は､ 各 高専１チームずつと､ 海 外４チー

ムの64 チ ームで競われました。「よみがえれ、世界遺産」と題し、画

像データに多数のヒースを演算させて､ 早 く元の画像に戻すものです。

１回戦、 準決勝、決勝と好調に勝ち抜け。11 回 目の観戦でしたが、

決勝に残ったのは、初めてです。

12チ ーム中11 位でしたが。きちんと元画像に復元し特別賞を受賞し

･ました。

来年は、 九州の有明です。４年生が一番上ですが、「がんばってい

る福島」をアピールできればと思っています。応援よろしくお願い致

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｑ

尽弓･卜 だダッ 尹

ｑ
全国高等専門学校デザイン
コンペディジョン20111n北海道 報告

指導教員 建設環境工学科 根岸　 嘉和

今年度の高専デザコンは、函館高専

が担当校となって、11 月12 ・ 13日 に釧路市で行われました。本校は【構造デザ

インコンペディジョン】に２チームの作品（写真の上・下）が出場しました。

競技は、長さ100 ～110cm で 重さ300Q 以 下 の橋模型を、８ｍＸ８ｍ以下の桧

角材を木工用ボンド接合して作成し、その片端と中間１箇所を支持し、反対側

先端（張出し長50 ～90cm ）に集中荷重をかける「片持ち構造」の､ 強度（最大モー

メントＭ＝荷重ＦＸ張出し長Ｌ）を中心とする総合性能を競うものです。

写真に示す２作品は､ 上 が太目の材料で枠を組んだラーメンモデル（名称「レ

ツコー釧路」、製作＝３建：菅野蓮華・小松 隆・太田一央・斎藤めぐみ）（32/56）位、下が細い材料を３角形に組んだ

トラスモデル（名称「橋 靭」、製作＝３建：松崎祐樹・佐藤高音・大和田輝泰・１建：遠藤健悒）（39/56）位です。

これらは、両チームの８名による汗の結晶ですが、低学年生で経験不足だった点に加え、指導者側がそのことを意識

し過ぎる余り、意欲的な発想を引き出す指導ができなかった点が警いて、学生たちの最善の努力があったにもかかわら

ず、満足のいく結果は得られませんでしたo

この経験を来年度の大会「高専デザコン2012 1n 小山」に活かし上位入賞を

目指して、新チーム結成で準備しています。

なお、今年度の片持ち構造でも、中間支点位置にタワーに相当する部材を立

て、そこから斜めに吊材を配置して張出し部を吊った効率的な構造が上位を占

め、Ｍ＝173kgX80cm=13,840kQcm の作品も出るなどハイレベルな大会でした。

また、本校から本デザコンの他部門へは、【空間デザインコンペディジョン

部門】の予選に、５建生６名の３チームによる３作品（28ページ参照）が出場
ｑ
しよし旭

○

○

第５回全国高等専門学校

英語プレゼンテーションコンテスト
指導教員 一般教科 石原　万里

第 ５ 回 全 国 高 専 英 語プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン コ ン テ ス ト が 、 １ 月28･29 日 に オ リ ン ピ ック 記 念 セ ン タ ー で 開 催さ れ ま し た 。

コ ン テ ス ト は 、 ス ピ ー チ 部 門 と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 部 門 の ２ 部 構 成 で す が 、 今 年 か らプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 部 門 の 最 優 秀

チ ー ム に 文 部 科 学 大 臣 賞 が 授 与 さ れ る こ と に な り ま し た 。 ５ 年 目 を 迎 え た コ ン テ ス ト は 、 実 質 的 に も 、 非 常 に レ ベ ル の

高 い 大 会 と な り ま し た 。

本 校 か ら は 、 東 北 地 区 高 専 英 語 ス ピ ー チ コ ン テ ス ト に 優 勝 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 情 報 学 科 １ 年 の 有 本 温 子 さ ん が 出

場 し ま し た｡ ス ピ ー チ タ イ ト ル は､｢ Ｔｈｅ Ｐｏｗ ｅr ｏｆ Ｓｏｃｉａｌ Ｎｅt ｗ ｏrｋｉｎｇ Ｓｅrｖｉｃｅｓ｣ で す｡ 有 本 さ ん は､ ツ イ ッ タ ー

な ど の ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ・ サ ー ビ ス の 有 効 性 に つ い て 、 自 分 の 経 験 に 基 づ い た 視 点 を 展 開 し ま し た 。 惜 し

くも入賞は逃しまし

たが、全国大会参加

者の中で唯一の１年

生としてその存在を

印象付けました。

Ｔｈ!ド;
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文化発表会 ～煌めく文化の光～

今年の１月16日から20日に

かけて、「文化発表会」が開

催されました。例年は行われ

ていない､この「文化発表会」

という催しを開催するに至っ

た理由は、今年度、震災の影

響により磐陽祭（高専祭）が

中止になってしまったからで

す。磐陽祭は、文化部や文化

系サークルの人達にとって、

日頃の活動・練習の成果を発

文化発表会委員長 コミュニケーション情報学科　４年　日 野　 俊 輔

－

－

』
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ｌ
ｒ
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ｗ
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○平成23年度福島県高等学校新人体育大会 県大会

■陸上競技

「り盤投　　　 言路　しは（１Ｃ）　　　 第５位

砲ﾒL投　　　 宮略　しほ（１Ｃ）　　　 第６位

■バレーボール（男子）　　　　　　 １回幟敗退

１回幟　　　 高専O-2 会津・ 業

・ソフトテニス（男子）

団体戦

個人戦　　　 大和田　嵩（２Ｋ）

佐藤 仲耶（２Ｅ）

ペスト８

μ

・ テニス （男子）

学校対抗

・ テニ ス （女子）

個人幟

・ 卓球 （男子 ）

学校対抗

ダブルス

ペスト８

々

々

金丸

佐野

允峻 （２Ｅ）

友啓 （ＩＫ ）

高橋ちひろ（２１）

山卜|　映子（２Ｋ ）

中丸

青木

木田

佐藤

冨塚

蘭部

シングルス　 中丸

々

々

々

夕

々

夕

汐

■ 卓球 （女子）

学 校対抗

ダブル ス

青木

鈴木

磯上

冨塚

佐藤

木川

金成

智貴（２Ｅ ）

勇斗（２Ｍ）

貴文 け Ｃ）

瑞 樹 け Ｃ）

俊太（２Ｋ）

康 太（２Ｍ）

智貴（２Ｅ）

割印賎敗退

2 1.り.I幟 敗 退

２回戦敗退

２回戦敗退

１回戦敗退

３回戦敗退

31旦|戟 敗退

2 1.巳|戦 敗 退

ベ ス ト ８

(東 北 選抜 強化合宿 出場)

勇 斗 （２Ｍ）

孝幸 （１Ｅ）

友部 （１Ｋ）

俊太（２Ｋ）

瑞 樹（１Ｃ）

貴文 （１Ｃ）

憲 汗（１Ｅ）

ペスト32

ペスト32

ペスト32

3 回戦敗退

３回戦収退

２回戦敗退

11回収敗退

第 ２位

（束北選抜大会出場）

滑川　 侑仕 （２１）

今野小 百合 （２Ｋ ）　　　 第 ３位

シングル ス　 滑川 侑仕 （２ い　　　 第 １位

（東北 選抜強化合宿 出場）

々　　　　　　今町小百合 （２Ｋ）　　 ベ スト８

（東北送抜強化合宿 出場）

//　　　　　　奇勝佳菜子 （１１）　　 ベ スト16

写真：福島高吟９銅部

Ｉ 水泳 （男子）

50m 自 由 形

々

100m 印 彫

200m 自 巾 形

400m 自 巾 形

100mil? 泳 ぎ

200mi ’?泳 ぎ

100m 平 泳 ぎ

夕

汐

200m 平 泳 ぎ

夕

汐

森下 英樹（１Ｅ）

菅野桁次郎 け Ｅ）

松出 仕輝（２Ｍ）

森下　英樹（１Ｅ）

平木 義久（２Ｍ）

松田　裕樹（１Ｅ）

猪狩 聖人（２Ｅ）

松山 仕郷（２Ｍ）

松田 裕樹（１Ｅ）

猪狩 里人（２Ｅ）

木下 小鉄（１Ｍ）

関根 健恭（２Ｍ）

菅野裕次郎 Ｏ Ｅ）

関根 健恭（２Ｍ）

大友　 一生（１Ｍ）

|則子 智弘 （２Ｅ）

増しLI伊 扶ｄ （２Ｋ）

人友 一生 （１Ｍ）

旧|子 智弘（２Ｅ）

増山伊扶己（２Ｋ）

100m バ タ フ ラ イ

斉 雌

々　　　　　平 木

200nl 個 人 メ ド レ ー

400m リレー

400m メドレーリレー

第43 位

第57 位

第38 位

第45 位

第57 位

第20 位

第23 位

第33 位

第17 位

第18 位

第25 位

第17 位

第21 位

第13 位

第２位

(束北大会出場)

第８位

第24位

第２位

(束北人会出場)

第７位

第16位

人明 （２１）

義 久（２Ｍ）

第12位

失格

m バ ヅ∴;,･ﾀﾞ･｡|･･｣･;･!!; 25

表する数少ない機会です。その機会をなくさないよ

うにしたいという提案が学生会から上がったため、

学生会と、今年度の磐陽祭をまとめる予定だった磐

陽祭委員、そして文化系の各団体が主体となりその

案を具体化し、この催しを開催する運びとなりまし

た。

この発表会には、美術部・演劇部・写真部・茶華

道部・天文部・無線通信部・弦楽アンサンブル愛好

会・ストリートダンスサークル・ソフトウェア研究

会の計９団体が参加し、開催期間の放課後の時間を

利用して、各団体が作品の展示や発表などを行いました。美術部・写真部の作品の展示や、弦楽アンサ

ンブル愛好会の演奏会を始め、各団体がそれぞれに発表内容を決定して実行し、日頃の活動の成果を十

分に発揮していましたO

また、学生が文化部・文化系サークルの発表を見学する機会も今年度はこの一度だけだったので、発

表や企画を見学したり体験したりした人達にとっては、とても有意義な時間になったのではないかと思

いますO

今回の発表会を、来年度の磐陽祭の運営や各団体のさらなる活躍につなげることが出来るようにして

いければと思っています。

｀'・i

写真：福島うご再写胸部

２４　 学校だよりVO192



■水泳（女子）

50m 自由形

100m 自山型

夕

若松 真純

若松 頁純

作々木夏子

100m 平泳ぎ　 佐々木夏子

200m 個人メドレー

（ ２

（ ２

（ １

（ １

Ｉ ）

Ｉ ）

Ｃ ）

Ｃ ）

小野 晶子（１Ｃ）

400m 個人メドレー

小野 品子 い Ｃ）

■空手道

男子佃人形

男子個人組丁･

々

■バドミントン

ダブルス

岡川　真樹

矢内　 優

矢内　 優

岡川　真樹

(男子)

貝沼秀

青木健

郎

郎

■バドミントン（女子）

団休戦

ダブルス　　 瀧　 彩文

沁葉なつみ

シングルス　 沁葉なつみ

（ １

０

（ １

（ １

（ １

（ １

（ ２

（ １

（ １

Ｅ ）

Ｅ ）

Ｅ ）

Ｅ ）

Ｅ ）

Ｋ ）

Ｄ

Ｃ ）

Ｃ ）

○第56回福島県高等学校駅伝競走大会

男子チーム

第20位

第19位

第24位

第14位

第３位

(東北大会出場)

第１位

(東北大会出場)

割旦1戦 敗退

２恒|戦 敗退

21旦|戦 敗退

１回戦敗退

21旦|峨 敗退

１回戦敗退

３回戦敗退

ベスト16

第28位

○第66回福島県男女総合バスケットボール選手権大会

男了･チーム　　　　　　　　　　　21 回戦敗退

１回戦　　　 高町117-40 会津高校

２回戦　　　 高専47-63 小高工業クラブ

○第９回福島県高等学校秋季ソフトテニス選手権大会

男 几J[|休　　　　　　　　　　　　　 第３位

○第35回ＮＨＫ杯福島県グラフ対抗ソフトテニス大会

男子団体　　　　　　　　　　　　 ペスト８

○第41回福島県高等学校ソフトテニスインドア選手権大会

男子団体戦

個人戦 大和田　片（２Ｋ）

佐藤 仲耶（２Ｅ）

金丸 允駿（２Ｅ）

佐野 友啓（１Ｋ）

21回戦敗退

ベスト８

２回 幟敗退

○第38回福島県ジュニアダブルステニス選手権大会

男子

2６ 詞余よ叫｡1,92

比嘉 和也（２Ｅ）

高木 健志（１１） ２回幟敗退

女子

女子

臨橋ちひろ

大滝 真優

山田 瑛子

坂本　萌子

(２ １)

(２ １)

(２Ｋ)

(２ １)

１回戦敗退

１回戦敗退

○第64回東京卓球選手権大会 福島県予選会

一般男子ダブルス

々

松木

桑嶋

中丸

青木

知也

隆

智貴

勇斗

一般女ｒダブルス

滑川 侑仕

今町小百合

一般男了シングルス

夕

汐

々

汐

中丸

松本

桑嶋

青木

（ ４ １ ）

（ ４ Ｍ ）

（ ２ Ｅ ）

（ ２ Ｍ ）

(２ １)

(２Ｋ)

押 収（２Ｅ）

知也 （４１）

隆（４Ｍ）

勇斗 （２Ｍ）

一般女了･シングルス

々　 滑川 侑仕（２１）

（東京卓球選于権人会

々　 今野小百合（２Ｋ）

ベスト16

２回戦敗退

第３位

ベスト16

予選敗退

予選敗退

予選敗退

第 ３位

本選出場）

予選敗退

Ｏ福島県選抜ジュニアバドミントン競技大会

U17 女了･シングルス

薄葉なつみ（１Ｃ）　 １回戦敗退

○第37回東北卓球連盟強化合宿大会

（男f ）　　 中丸 籾責（２Ｅ）

（女子）　　 滑川　 侑仕（２１）

今野小百合（２Ｋ）

第49 位

第18 位

第39 位

○第35回東北高等学校選抜卓球大会

女子学校対抗　　　　　　　　　　 予選敗退

(Ａブロック６チーム中４位)

○第19回東北高等学校新人水泳競技大会

男子100m 平泳ぎ

大友 一十（１Ｍ）

男子200m 平泳ぎ

大友 一牛て １Ｍ）

女子200m 個人メドレー

小野 品了･（１Ｃ）

女子400m 個人メドレー

小野 晶子（１Ｃ）

○第48回東北地区高専体育大会宮城大会

ラグビーフットボール競技

予選敗退

予選敗 退

予選敗退

第５位

１回戦敗退

○平成23年度全日本卓球選手権大会

一般女ｆダブルス

滑川 侑佳（２１）

今野小百合（２Ｋ）

ジュニア女子シングルス

滑川 侑佳（２１）

○第64回東京卓球選手権大会

滑川 侑佳（２Ｄ

○第66回国民体育大会（山口国体）

少年男子B

100m 平泳ぎ　 大友 一牛．（１Ｍ）

・ 山岳部

・筑波山登山

１回戦敗退

１回戦敗退

１回戦敗退

１ 送敗退

実施

・ サイクリング部

・第44回福島県サイクルスポーツ猪苗代大会 参加

ｉ　 ｌ　･ ｊｉ‘

・ 写真部

・東北地区高等専門学校文化部発表会 写真部門

田熊　 深 け Ｍ）　　　 特選

大家 若奈（３Ｃ）　　　　 入選

・いわき地区高等学校写真展

田熊　 深 け Ｍ）　 特=選、入選

大家 若奈（３Ｃ） 準特選、入送

小川 大雅（１Ｅ）　　 入選×２

・第30回柚島県高等学校総合文化祭写真艇　 出品

・いわき街なかコンサートin TAIRA 2011

ボランティアスタッフ撮影　　　　　　 実施

・ 吹奏楽部

・第33回定期演奏会

・第49回いわき市吹奏楽新人演奏会

実施

参加

■美術部

東北㈲大高等専門学校文化部発表会 絵両部門

佐藤 梨穂（５１）　　　　 特選

諸橋由紀恵（５１）　　　 入選

佐藤 高か（３Ｋ）　　　　 入選

■茶華道部

いわき学校茶道連盟

平成23年度第１回合同発表会

■ソフトウェア研究会

第14回全日本巾学高校ｗeb コンテスト

ThjnkQ ｕｅｓt ＪＡＰＡＮ

タイトル「電磁気の道」

高橋真奈茄（３Ｅ）・猪野 康弘（２Ｅ）

写真：徊r?？igS 戸部

参加

小林　尚抑（２Ｅ）・駒木根人海（２Ｃ）

木村 峻佑（１Ｅ）

高校生の部　トップ50 およびセミファイナリスト

・ 天文部・化学愛好会

準天頂衛星「みちびき」

ＧＰＳ補完技術実証実験 参加

・ 弓道愛好会

・平成23年度福島県高等学校新人体育大会

弓道競技

男子個人幟　 梅木　 翔（２Ｃ）　 準決勝敗退

■分子生物学愛好会

第４回先端ものづくりチャレンジin習志野

チーム名I「堀越ふみちゃんＲａｉｎｂｏｗ」

小林　 翠（３Ｃ）・鈴木 彩美（３Ｃ）

松崎 優香（３Ｃ）・笠原 渚子（３１）

岩崎 莉歩（１Ｃ）・菅原 佳奈（１Ｃ）

本選進出（デザイン賞受賞）

○アイデア対決・全国高等専門学校

ロボットコンテスト2011

東北大会（八戸高専第一体育館）

・福島高専Ａチーム「最強砲（サイキョウキャノン）」

山橋 大地（４Ｍ）・飯塚 将大（３Ｍ）

岩本慎太郎（２Ｅ）　　 優勝（全国大会出場）

・福島高専Ｂチーム「機馬武射（キバムシャ）」

清水 治憲（２Ｍ）・門井 幸太（２Ｍ）

高橋 誠汰（２Ｋ）　 ２巨|戦敗退・デザイン賞

Ｏアイデア対決・全国高等専門学校

ロボットコンテスト2011

全国大会（向国国技館）

チーム名「最強砲（サイキョウキャノン）」 準優勝

○全 国高等 専門学 校第22 回プログラミングコン テスト

【競技部門】

タイトル 「IRIS -ｌｍｇ Ｒｅｃｏｖｅｒ ｌｍｐrint Syｓ- 」

松 島　 弘 （５Ｅ）・赤塚　 篤 （５Ｅ）

赤津　 亘 （３Ｃ）　　　　　　　　 特別賞

椙ｎ･工業高専聊 俘 校 ２７
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○全国高等専門学校デザインコンペディジョン2011

【構造デザインコンペディジョン部門】

・作品名「レツゴー釧路」

菅野 運華（３Ｋ）・小松　 降（３Ｋ）

太山　一火（３Ｋ）・奇藤めぐみ（３Ｋ） 第32位

・作品名「橋靭」

松崎 祐尉（３Ｋ）・佐藤j･,‘.;j’ali･（3K ）

大和田輝泰（３Ｋ）・遠藤 健悟 り Ｋ） 第39位

【空閥デザインコンペディジョン部門】

・作品名「地域交流と地域創造の中核を担う

キャンパス」

大内 奨 也（５Ｋ）･力|廬 湧亮（５Ｋ）

予選参加

・作品名「“まち”にリンクし九地域一体型

キャンパス」

石井 侑希（５Ｋ）・斉部 立尚（５Ｋ）

予選参加

・作品名「巾心巾街地に開かれた「静」と「勁」の

サテライトキャンパス」

佐原 京平（5K ）・lnl山　 亮（５Ｋ）

予送参加

○第３回東北地区高等専門学校英語スピーチコンテスト

有本 温ご け Ｉ）　　　 第１位

（企国人公出場）

○第５回全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト

【スピーチ の部】

有本 温子 （１１）　　　 参加

Ｏ平成23年度科学の甲子園全国予選

チーム名lrStａrｏｒｚ」

人坪 由貴（１Ｃ）・西郷 知樹（１Ｃ）

加洽　 快（１Ｃ）・佐川　史弥（１Ｃ）

佐藤 瑞樹（１Ｃ）・新川 真弘（１Ｃ）

角卜|　 元（１Ｃ）・本田 一史（１Ｃ）

予選１位（全国人会出場）

○第１回科学の甲子園全国大会（兵庫県西宮市）

３月24日～

写 真 ：福 島 高 専 写 真 部
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人坪

斎雌

佐藤

角田

げ階

快

端艇

一几

（１Ｃ）・西郷

（１Ｃ）・佐川

（１Ｃ）・新川

（１Ｃ）・本田

知樹

史弥

真弘

一史
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（ １

（ １

（ １

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

特別表彰

○高専制度創設50周年記念事業共通マーク

デザイン公募 優秀賞

公沢 諸縁（２ＭＥ）

Ｏ全国高等専門学校体育大会

水泳競技男子400m自山形３年連続優勝

佐藤 祐樹（３Ｍ）

○電子情報通信学会東北支部 優秀学生賞

的場 駿介（５Ｅ）

Ｏ電気学会東北支部 優秀学生賞

小目］ 公川（５Ｅ）

Ｏ日本化学会東北支部長賞

志賀　 諭（５Ｃ）

○全国高専土木工学会

加膝

（近藤賞）

湧亮（５Ｋ）

Ｏ社団法人全国経理教育協会 表彰

＃LI沙紀忠（５１）

鈴木　 希（５１）

松に|　美私（５１）

○国土交通省東北地方整備局磐城国道事務所主催

浜通り管内技術業務報告会 優秀賞

近藤 克哉（２ＣＫ）

丹野　 淳（２ＣＫ）
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第３種放射線取扱主任者講習会を開催

福島高専では，文部科学省の「大学等における

地域復興のためのセンター的機能整備事業」に採

択されたことを受け，本校教職員を対象として，

放射線に対する正しい知識を理解させることを目

的に 第３種放射線取扱主任者免状講習会を12月

26日（月）27日（火）の２日間にわたり実施した。

講習会では，日本原子力研究開発機構原子力人

材育成センターの職員等が講師となり，放射線等

の概論・安全管理・人体に与える影響・法律等の

講義を７時問受講後，放射線量の測定実習が３時

間行われた。最終日には修了試験があり，受講し

た27名が合格した。

今後，福島高専では，新たに設置した「福島高

専地域復興支援室」を中心に，地域復興に向けた

さまざまな活動を，教職員一丸となって実施する

予定である。

‾-_.I ■』　.q.I･み

’
Ｓ゛ ９゙７　 ２ £

に

講義の様子 放射線量の測定実習

リアルタイム線量測定システムの設置1

本校管理棟前に、文部科学省のリアルタイム線量測定シス

テムが設置されましたO

測定した空間放射線量率は下記の文部科学省のＨＰで閲覧

できます。

文部科学省ＨＰ　放射線モニタリング情報

http://radioactiｖity.mext.90.jp/map/ja/

area2.ht ｍl
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創立50周年記念事業について
実行委ｍｍ 山ノ内正司

福島工業高等専門学校は、昭和37年に産業界からの強い要請に基づき、中学校卒業後の５年

間一貫教育により、優れた実践的技術者を養成するための高等教育機関として創設され、本年

創立50周年を迎えます。この記念すべき節目を迎えるにあたり、創立50周年記念事業実行委員

会を組織し、以下のような記念事業を計画いたしました。

これらの事業を推進するために記念募金を開始したところですが、後援会様よりは寄付金を

頂けると伺っております。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

記念式典には保護者の方も参加できますので、後日改めてご案内申し上げます。また、創立

50周年記念誌・記念ＤＶＤは、現在のところ、関係諸機関への配付と高額寄付者への贈呈に限

定しておりますが、保護者の方からの希望が多ければ、実費にて販売することも検討しており

ますo このことについても改めてご通知いたします。ロゴマークを募集していますので保護者

の方もふるって応募してください。

（詳細は　ｈttｐ://ｗｗｗ.fｕｋｕｓhima ―ｎｃt.ａｃ.Jｐ/）

創 立50 周 年 記 念 事 業 の 概 要

１．記念式 典の挙行および記念講演会・祝賀会の開催

平成24年10月20日（土）13時に、いわき芸術文化交流館アリオスにおいて創立50周年記念

式典・記念講演会を挙行します。引き続き、16時30分より、いわきワシントンホテル椿山荘

において、同窓生、来賓の方々のご列席を賜り、創立50周年を祝賀します。

２．創 立50周年記念誌の刊行および記念ＤＶＤの作成

福島工業高等専門学校の半世紀にわたる教育･ 研究･ 地域連携活動を記念誌として編纂し、

ポスト50年の礎とします。また、貴重な写真や動画を納めたＤＶＤを作成いたします。

３．国際交流基金の創設

国際交流を図るために国際交流基金を創設し､学生の海外交流支援金､海外インターンシッ

プ支援金として使用いたします。

４．福島工業高等専門学校ロゴマークの制作

創立50周年を機に、ロゴマークを制作いたします。

● ● ● ● ● で き ● ● ● ● ● ● ● ● ｅ ・ ● ● ● ● ●

学生課 看護師　 杉 山　 誠 子

モノづくり教育研究支援センター

第1 グループ長 渡 逡　　 昇

24年、３月に定年退職された方で、永年にわたり本校の教育、研究を

サポートして頂きまして、御礼申し上げます。
ｊＪ

心工顧扁冑呵昨細
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